電流と発熱
(1)5Vの電圧で0.4Aの電流を流した時の電力を求めなさい。

(2)20Vで0.3Aの電流を20秒間流した時の発熱量は何Jになるか求めなさい。

(3)150calは何Jか。

(4)210Jは何calか。

(5)300Wの電熱器の7分間での発熱量は何Jか。また、それは何calか。

(6) 電熱器に140Vの電圧で2Aの電流5分間流した時の発熱量は何Jか。

　　また、それは何calか。
(1)5V×0.4A＝2W　

(2)20V×0.3A＝6W　
6W×20秒＝120J　

(3)150×4.2＝630J　



公式　1cal＝4.2J
(4)210÷4.2＝50cal　

(5)300W×420秒＝126000J　
126000J÷4.2＝30000cal　

(6)140V×2A＝280W　
280W×300秒＝84000J
84000J÷4.2＝20000cal　


電流と発熱
【１】100V-500Wの電気ポットと、100V-1000Wの電気ポットに28℃の水を1リットルずつ入れ、

それぞれ100Vの電源につないだ。次の問いに答えなさい。

ただし、発生した熱はすべて水にあたえられるものとする。

(1) 500Wの電気ポットが1秒間に出す熱量は何Jですか。

(2) 500Wの電気ポットと1000Wの電気ポットとでは、どちらのほうが先に水が沸とうし始める　

　か。次から選び、記号で答えなさい。

ア 500Wの電気ポットのほうが先に沸とうする。

イ 1000Wの電気ポットのほうが先に沸とうする。

ウ 同時に沸とうする。

(3) 500Wの電気ポットの水の温度は、1分後に7.2℃上昇していた。1000Wの電気ポ

ットの水の温度は、1分後に何℃上昇していると考えられますか。

(4) (3)のとき、500Wの電気ポットが水を沸とうさせるまでの間に発生した熱量は

何Jですか。


基本公式

電力(W)＝電流(I)×電圧(V)

発熱量(J)＝電力(W)×時間(秒)

(1)熱量＝電力×秒なので、500×1＝500J

(2)多くの熱量を得るほうが早く沸とうするので、(イ)

(3)同じ時間では発熱量は電力に比例するので、

　　500Wの電気ポットに比べて1000Wの電気ポットの水温は2倍上昇する。

　　7.2×2＝14.4℃

(4)沸騰するまでに上昇する温度は100－28＝72℃

　　1分で500Wのポットの水は7.2度上昇したので、沸騰するまでの時間は

　　72÷7.2＝10分＝600秒

　　発熱量＝電力×秒＝500×600＝300000J
























